[bookmark: _vzjslnf49noj]ビル清掃契約書

　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）と、　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、甲が管理又は使用する建物における清掃業務について、次のとおりビル清掃契約（以下「本契約」という。）を締結する。

[bookmark: _r6t6olmvh7of]第1条（目的）
本契約は、甲が乙に委託する建物の清掃業務について、その業務内容、実施方法、委託料、甲乙双方の責任その他必要な事項を定め、対象建物の衛生、美観及び良好な利用環境を維持することを目的とする。

[bookmark: _6npzsfn2ay0k]第2条（対象建物）
本契約の対象となる建物（以下「対象建物」という。）は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	建物名称
	

	所在地
	

	建物用途
	□ オフィスビル　□ 商業施設　□ 複合施設　□ その他（　　　　　　）

	対象階
	

	清掃対象面積
	約　　　　　　　　　㎡

	その他
	


[bookmark: _2wcsdzz3n8fy]第3条（委託業務）
1. 甲は乙に対し、対象建物における清掃業務（以下「本業務」という。）を委託し、乙はこれを受託する。
2. 本業務には、甲乙間で別途合意した清掃仕様書、作業予定表、見積書その他の書面に定める業務のほか、次の業務の全部又は一部を含むものとする。
(1) 床面の掃き清掃、吸塵、モップ掛けその他の日常清掃
(2) エントランス、廊下、階段その他共用部分の清掃
(3) トイレ、洗面所、給湯室その他水回りの清掃
(4) ごみの回収、分別及び所定場所への搬出
(5) ドア、ガラス、鏡その他の清拭
(6) エレベーター、エスカレーターその他設備周辺の清掃
(7) 定期的な床面洗浄、ワックス塗布その他の床面管理
(8) 窓ガラスその他の定期清掃
(9) その他甲乙間で合意した清掃業務
3. 本契約に定めのない特別清掃、臨時清掃、設備清掃その他の業務については、甲乙協議のうえ、業務内容、実施日時及び料金等を別途定めるものとする。

[bookmark: _yl14v7vhdgq2]第4条（清掃仕様）
本業務の基本的な仕様は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	日常清掃
	□ 毎日　□ 週　　　回　□ 月　　　回　□ その他（　　　　　　）

	定期清掃
	□ 月　　　回　□ 年　　　回　□ その他（　　　　　　）

	床清掃
	□ 吸塵　□ 水拭き　□ 洗浄　□ ワックス　□ その他（　　　　　　）

	トイレ清掃
	□ 便器　□ 洗面台　□ 床　□ 鏡　□ 消耗品補充

	ごみ処理
	□ 回収　□ 分別　□ 所定場所への搬出

	ガラス清掃
	□ 日常清拭　□ 定期清掃　□ 対象外

	その他
	


2. 
詳細な清掃箇所、作業内容、作業頻度、使用資機材その他の条件については、必要に応じて別途清掃仕様書を作成する。
3. 本契約と清掃仕様書の内容に相違がある場合は、甲乙が別途書面により定めた場合を除き、本契約の定めを優先する。

[bookmark: _tknzb6nq0opq]第5条（作業日時）
1. 乙は、次の日時を基本として本業務を実施する。
	項目
	内容

	作業日
	□ 毎日　□ 平日　□ 曜日指定（　　　　　　　　）

	作業時間
	時　　　分 ～ 　　　　時　　　分

	休業日
	

	定期清掃日
	

	その他
	


2. 
対象建物の利用状況、イベント、工事その他やむを得ない事情により作業日時を変更する必要が生じた場合、甲乙は事前に協議のうえ変更するものとする。
3. 緊急その他やむを得ない事情により事前の協議が困難な場合、当事者は速やかに相手方へ連絡するものとする。

[bookmark: _3r51eetswru]第6条（業務遂行上の義務）
1. 乙は、本契約及び清掃仕様書等に従い、善良な管理者の注意をもって本業務を遂行する。
2. 乙は、本業務に従事する者に対し、必要な教育及び指導を行い、安全かつ適切に本業務を遂行させるものとする。
3. 乙は、本業務の実施に際し、対象建物の利用者、入居者、来訪者その他の第三者の通行及び業務を不当に妨げないよう配慮する。
4. 乙は、関係法令、対象建物の管理規則その他甲から合理的に指示された事項を遵守する。

[bookmark: _9tbk1z09yqt]第7条（清掃従事者）
1. 乙は、本業務の遂行に適した者を清掃従事者として配置する。
2. 乙は、清掃従事者に対し、身だしなみ、礼節、対象建物内における行動、安全管理、情報管理その他本業務に必要な事項について適切な指導を行う。
3. 甲は、清掃従事者について、本業務の遂行上合理的な理由がある場合、乙に対して改善その他必要な対応を求めることができる。
4. 清掃従事者に対する指揮命令、労務管理その他雇用上の管理は乙が行うものとし、甲は清掃従事者に対して直接の指揮命令を行わないものとする。

[bookmark: _jyqs77yp0rho]第8条（清掃用具及び消耗品）
1. 本業務に使用する清掃用具、機械、洗剤その他の資機材については、次のとおりとする。
	項目
	負担者

	清掃機械・器具
	□ 甲　□ 乙

	洗剤・薬剤
	□ 甲　□ 乙

	ごみ袋
	□ 甲　□ 乙

	トイレットペーパー
	□ 甲　□ 乙

	ハンドソープ等
	□ 甲　□ 乙

	その他（　　　　　　）
	□ 甲　□ 乙


2. 
乙が洗剤、薬剤その他の資材を使用する場合、材質、設備及び周辺環境に配慮し、その用途に適したものを使用する。
3. 甲が提供又は貸与する物品について、乙は善良な管理者の注意をもって使用及び管理するものとする。

[bookmark: _w0pl6nl8yjxr]第9条（鍵及び入退館管理）
1. 甲が乙に対象建物の鍵、カードキー、暗証番号その他入退館に必要な物品又は情報を貸与する場合、乙はこれらを厳重に管理し、本業務以外の目的に使用してはならない。
2. 乙は、甲の事前の承諾なく、貸与された鍵等を複製し、又は第三者に貸与若しくは開示してはならない。
3. 鍵等の紛失、盗難又は不正使用のおそれが生じた場合、乙は直ちに甲に報告し、その指示に従うものとする。
4. 本契約が終了した場合又は甲から返還を求められた場合、乙は貸与された鍵等を速やかに返還する。

[bookmark: _fz1579rwoo]第10条（立入禁止区域等）
1. 乙は、甲が立入りを禁止又は制限した区域に、甲の承諾なく立ち入ってはならない。
2. 清掃対象区域内に機密書類、現金、貴重品、危険物その他取扱いに注意を要する物品がある場合、甲は必要に応じて乙にその旨を通知する。
3. 乙は、清掃作業に必要のない書類、物品、収納設備、情報機器等に触れ、又はこれらを移動してはならない。ただし、清掃上必要であり、甲から承諾を得た場合はこの限りでない。

[bookmark: _ml8qprduivdi]第11条（廃棄物の取扱い）
1. 乙は、甲が指定する方法に従って、本業務により発生するごみその他の廃棄物を回収し、分別する。
2. 廃棄物の処理、運搬その他法令上必要な業務については、関係法令に従い適切に行うものとする。
3. 乙は、甲が廃棄対象として明確に指定したものを除き、書類、備品その他の物品を自己の判断により廃棄してはならない。
4. 産業廃棄物その他通常の清掃業務による一般的なごみ処理の範囲を超える廃棄物が発生した場合、その処理方法及び費用負担は甲乙協議のうえ別途定める。

[bookmark: _hgf0mi881e9i]第12条（異常等の報告）
乙は、本業務の遂行中に、設備の故障、漏水、破損、異臭、害虫、危険箇所、不審物、不審者その他対象建物の維持管理又は安全に関する異常を発見した場合、自己の業務範囲内で対応可能な軽微な事項を除き、速やかに甲へ報告するものとする。

[bookmark: _p894av3djxo1]第13条（業務報告）
1. 乙は、甲から求められた場合、本業務の実施状況について、作業日報、チェックシート、写真その他甲乙間で定める方法により報告する。
2. 甲は、本業務の実施状況について確認を行うことができ、業務内容が本契約又は清掃仕様書等に適合しない場合、乙に対して合理的な範囲で改善を求めることができる。

[bookmark: _qs8qepwbnomw]第14条（不適合業務への対応）
1. 乙が実施した本業務が本契約、清掃仕様書その他甲乙間で合意した内容に適合しない場合、甲は乙に対し、相当な期間を定めて再清掃その他必要な対応を求めることができる。
2. 前項の不適合が乙の責めに帰すべき事由による場合、再清掃等に必要となる合理的な費用は乙の負担とする。
3. 建物又は設備の経年劣化、材質上の性質、通常の清掃では除去することが困難な汚れその他乙の責めに帰することのできない事情により、甲が希望する状態に回復できない場合、乙はその結果のみを理由として責任を負わない。

[bookmark: _i8563ao7jy6x]第15条（事故等への対応）
1. 乙は、本業務中に事故、物品の破損、人身事故その他の問題が発生した場合、被害の拡大防止その他必要な措置を講じ、速やかに甲へ報告する。
2. 乙は、事故等の原因及び状況を確認し、甲から合理的に求められた場合には、その内容を報告する。
3. 甲乙は、事故等が発生した場合、その原因及び責任の所在に応じて必要な対応を協議するものとする。

[bookmark: _7j4lrt6284an]第16条（委託料）
1. 甲が乙に支払う本業務の委託料は、次のとおりとする。
	項目
	金額・条件

	月額委託料
	金　　　　　　　　　円（税込）

	定期清掃料金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	その他料金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	支払期限
	□ 当月末日　□ 翌月末日　□ その他（　　　　　　）

	支払方法
	□ 銀行振込　□ その他（　　　　　　）

	振込手数料
	□ 甲負担　□ 乙負担


2. 
本契約の業務範囲を超える追加業務、臨時清掃その他の作業については、甲乙協議のうえ別途料金を定める。
3. 清掃対象面積、作業内容、作業頻度、人件費、資機材費その他委託料算定の基礎となる事情に著しい変動が生じた場合、甲乙は委託料の変更について協議することができる。

[bookmark: _juhfu31ujhtu]第17条（費用負担）
本業務の遂行に必要となる費用は、本契約又は別途書面に定めるものを除き、乙の負担とする。ただし、甲の特別な指示により通常の本業務を超えて発生する費用については、甲乙協議のうえ負担者を定める。

[bookmark: _iacvemyp4uz]第18条（再委託）
1. 乙は、本業務の全部又は重要な一部を第三者に再委託する場合、あらかじめ甲の承諾を得るものとする。
2. 乙が本業務を第三者に再委託した場合であっても、本契約上の乙の義務及び責任は免除されない。
3. 乙は、再委託先に対し、本契約に基づき乙が負う秘密保持、安全管理その他必要な義務と同等の義務を負わせるものとする。

[bookmark: _ok4cf45wb8c7]第19条（秘密保持）
1. 甲及び乙は、本契約又は本業務に関連して知り得た相手方の営業上、技術上、管理上その他一切の非公知情報を、相手方の事前の承諾なく第三者に開示又は漏えいしてはならない。
2. 乙は、対象建物内で知り得た入居者情報、従業員情報、業務内容、書類、設備配置、セキュリティ情報その他の情報について、本業務以外の目的に利用してはならない。
3. 法令又は裁判所その他公的機関の命令により情報開示が必要となった場合は、必要最小限の範囲で開示することができる。この場合、法令上許される範囲で相手方に速やかに通知するものとする。
4. 本条の義務は、本契約終了後も存続するものとする。

[bookmark: _pfyhn7e7rpoo]第20条（個人情報の取扱い）
1. 乙が本業務に関連して個人情報を取り扱う場合、個人情報の保護に関する法令その他関係法令を遵守し、適切に管理する。
2. 乙は、本業務の遂行に必要な範囲を超えて個人情報を利用、複製、持ち出し又は第三者へ提供してはならない。
3. 個人情報の漏えい、紛失その他の事故が発生し、又はそのおそれがある場合、乙は直ちに甲へ報告し、必要な措置を講じるものとする。

[bookmark: _qa3gv3vqkwo3]第21条（安全管理）
1. 乙は、本業務の実施にあたり、作業場所の安全確保及び事故防止に必要な措置を講じる。
2. 乙は、床面洗浄等により転倒のおそれが生じる場合、必要に応じて注意表示、立入制限その他適切な安全措置を講じる。
3. 高所作業、特殊な機械又は薬剤を使用する作業その他特別な危険を伴う業務を実施する場合、乙は関係法令及び安全基準に従い必要な措置を講じる。

[bookmark: _1hnyya1q8gwy]第22条（損害賠償）
1. 甲又は乙が、本契約に違反し、自己の責めに帰すべき事由により相手方に損害を与えた場合、その相手方に対し、当該損害を賠償する責任を負う。
2. 乙又は乙の清掃従事者が、乙の責めに帰すべき事由により、対象建物、設備、備品その他甲又は第三者の財産を破損した場合、乙はその責任の範囲に応じて必要な対応を行う。
3. 天災地変、停電、断水、対象建物又は設備の不具合その他当事者の合理的な支配を超える事由により生じた損害については、当該当事者に故意又は過失がある場合を除き、その責任を負わない。

[bookmark: _r0wo6t2c62q5]第23条（損害保険）
乙は、本業務の内容及び規模に応じ、清掃作業中の事故、物損その他本業務に関連する損害を補償するため、必要に応じて適切な賠償責任保険その他の保険への加入に努めるものとする。

[bookmark: _7ge4549954ti]第24条（禁止事項）
乙は、本業務の遂行に際し、次の各号に掲げる行為をしてはならない。
(1) 本業務と関係のない目的で対象建物内に立ち入ること
(2) 対象建物内の設備、備品、書類その他の物品を無断で使用又は持ち出すこと
(3) 甲又は対象建物の利用者等に関する情報を不正に取得又は利用すること
(4) 対象建物内を無断で撮影、録音又は録画すること
(5) 本業務の遂行又は対象建物の安全を害する行為
(6) その他甲乙間で禁止することを合意した行為

[bookmark: _ibnk42c4dxn8]第25条（契約期間）
1. 本契約の有効期間は、　　　　年　　　月　　　日から　　　　年　　　月　　　日までとする。
2. 契約期間満了日の　　　日前までに甲又は乙から書面又は電磁的方法による更新拒絶の意思表示がない場合、本契約は同一条件でさらに　　　年間更新されるものとし、以後も同様とする。
3. 前項にかかわらず、甲乙は合意により契約期間又は更新条件を変更することができる。

[bookmark: _za7xoz8vm0l6]第26条（中途解約）
甲又は乙は、相手方に対し　　　日前までに書面又は電磁的方法により通知することにより、本契約を中途解約することができる。ただし、別途中途解約に関する条件を定めた場合は、その定めによるものとする。

[bookmark: _fxck5av5cv5s]第27条（契約解除）
1. 甲又は乙は、相手方が本契約に違反し、相当の期間を定めてその是正を求めたにもかかわらず、当該期間内に是正されない場合、本契約の全部又は一部を解除することができる。
2. 甲又は乙は、相手方に次の各号のいずれかの事由が生じた場合、何らの催告を要することなく直ちに本契約を解除することができる。
(1) 重大な契約違反又は背信行為があったとき
(2) 支払停止又は支払不能となったとき
(3) 差押え、仮差押え、競売その他これらに類する手続を受けたとき
(4) 破産手続、民事再生手続その他これらに類する手続の申立てがあったとき
(5) 営業を廃止し、又は本契約を継続することが困難となったとき
(6) その他本契約を継続し難い重大な事由が生じたとき
3. 本条に基づく解除は、解除した当事者による損害賠償請求を妨げない。

[bookmark: _fmogwl3pmi2a]第28条（反社会的勢力の排除）
1. 甲及び乙は、自ら及びその役員等が、暴力団、暴力団員その他これらに準ずる反社会的勢力に該当せず、かつ、これらと社会的に非難されるべき関係を有していないことを表明し、保証する。
2. 甲又は乙は、相手方が前項に違反したことが判明した場合、何らの催告を要することなく本契約を解除することができる。

[bookmark: _7aobawqgrjxx]第29条（契約終了時の措置）
1. 本契約が終了した場合、乙は、甲から貸与された鍵、カードキー、書類、資機材その他の物品を速やかに甲へ返還する。
2. 乙は、本契約終了後、対象建物への立入りその他本業務に関する権限を有しないものとする。
3. 本契約終了時に未完了の業務、未払委託料その他処理すべき事項がある場合、甲乙は協議のうえ速やかに精算する。

[bookmark: _m6ln3e1ukcu1]第30条（権利義務の譲渡禁止）
甲及び乙は、相手方の事前の書面による承諾なく、本契約上の地位又は本契約から生じる権利若しくは義務の全部又は一部を第三者に譲渡し、承継させ、又は担保に供してはならない。

[bookmark: _ppj6wb2lc9yt]第31条（契約内容の変更）
本契約の内容を変更する場合、甲乙協議のうえ、書面又は電磁的方法によりその変更内容を確認するものとする。

[bookmark: _8n412411fs1z]第32条（協議事項）
本契約に定めのない事項又は本契約の各条項の解釈について疑義が生じた場合、甲乙は信義誠実の原則に従い協議し、円満な解決を図るものとする。

[bookmark: _tnzgeed4jmp4]第33条（準拠法及び合意管轄）
1. 本契約は、日本法に準拠し、日本法に従って解釈されるものとする。
2. 本契約に関して訴訟の必要が生じた場合、　　　　　　　　　地方裁判所又は　　　　　　　　　簡易裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする。

以上、本契約締結の証として、本書2通を作成し、甲乙記名押印又は署名のうえ各1通を保有する。なお、電磁的方法により本契約を締結する場合は、本契約の電磁的記録を作成し、甲乙が電子署名その他合意した方法により締結し、それぞれ当該電磁的記録を保管する。

　　　　年　　　月　　　日

甲（委託者）
所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

乙（受託者）
所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

